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寓

済
州
島
ア
ル

カ
リ
性
岩
石
に
就
い
て
は
そ
の

壷

を
本
誌
(脚
什
瑠
針
博
覧

触
)上
に
於
で
避

べ
た
が
.
東
に
そ
の
研

究
の
横
顔
だ
し
て
ア
ル

カ
-
岩
石
よ
-
鰻
基
性
岩
石
に
亘
っ
て
各
鋳
岩
の
化
撃
的
性
質
を
此
魔
に
漁
報
す
る
つ
も
も

ポし
あ
る
Q
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街

着

残
寒
山
頂
に
喧
起
せ
る
粗
面
岩
の
諸
性
質
に
就
い
て
は
既
に
評
蓮
し
た
が
.
そ
の
化
尊
分
析
(
石
倉
氏
の
分
析
)
ド

不
満
な
瓢
が
あ
っ
た
の
で
､
筆
者
が
帯
び
該
岩
石
を
分
析
し
た
結
果
各
成
分
に
於
て
多
少
の
埼
減
が
あ

-
､
又
痕
跡

だ
さ
れ
た
も
の
も
決
し
て
見
過
す
こ
ど
の
出
凍
空

音

含
有
し
特
に
加
盟
の
畳
に
著
し
い
差
違
を
私
め
た
｡
今
両
者

の
分
析
を
封
照
す
れ
ば
次
の
迫
-
で
あ
る
｡
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の
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な
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比蕊 2･617 2･570

(1) 洗車山粗田岩 石食代分析
(2) 同 上 原口分析
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正 長 石

管 長 石

衣 長 石

紫練輝石

磁 機 銃

チgy織戯ミ

賦 次 石

水

此
の
岩
石
の
特
徴
は
嘗
っ
て
酬
津
教
授
の
研
究
さ
れ
た
隠
岐
'
塵

剛
'
焼
火
山
の
吸
璃
質
粗
面
岩
及
び
肥
前
絵
島

群
州
桔
ア
ル
カ
-
岩
石

ニ

〓

.

四

九



地

政

第
十
f
容

第
三
幼

妻
山

五
0

度
曹
連
粗
面
岩
だ
共
に
､
そ
の
化
撃
成
分
中
将
に
ア
ル
カ

リ
の
畳
に
富
め
る
鮎
で
あ
る
｡
触
れ
ざ
も
猟
仔
細
に
ア
ル

カ
リ
の
分
子
此
を
封
照
す
れ
ば
隠
岐
'
肥
前
塵
の
も
の
は
加
鬼
の
畳
は
管
連
の
畳
に
劣
る
も
摸
寒
山
勅
再
岩
に
於
て

は
反
封
に
加
盟
が
曹
蓮
に
優
っ
て
ゐ
る
｡
此
瓢
は
特
に
注
目
に
促
し
絵
島
の
闇
達
粗
耐
岩
に
射
し
て
.
加
旦
粗
面
岩

ビ
栴
す

べ
き
も
の
で
あ
る
｡
ラ
イ

ニ

ッ
シ
ュ
(A
.R
ein
isch
)
の
ア
ル
カ
リ
岩
の
定
義
に
従

へ
ば
､
そ
の
分
子
比
に
於
て

穿
士
の
畳
は
ア
ル
カ
タ
の
畳
よ

-
も
多
-
盃
ア
ル
カ
リ

岩

(Su
b
a
lk
a
lin
e

･rocks)
に
屈
す
る
も
の
で
あ
る
｡
該
岩

石
の
主
成
分
は
長
石
や
あ
っ
て

p
そ
の
斑
晶
に
は
光
撃
的
に
光
軸
角
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す
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稀
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石
の
外
賓
を
な
し
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t
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b66
An44の
成
分
に
該
普
す
る
少
安
長
石
だ
が
あ
る
｡
今
化
撃
成
分
よ
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or
Ab

及
び

血

の
比
率
を
淡
牽
山
粗
耐

岩
の
分
析
(刺
)
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そ
の
斑
晶
の
み
の
分
析
(聞
)
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よ
も
換
算
L
P
之
を
琴
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-
で
滴
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此
の
両
者
の
差
違
は
石
基
を
構
成
す
る
長

石
の
化

畢

成
分
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
a
.

そ
の
斑
晶
k
,石
基
ど
の
容
積

此
の
数
倍
的
踊
係
を
知
る
こ
と
は
該
岩
が
斑
状
構
造
を
鼻
す
る
故
不
可
能
で
あ
る
那
.
此
の
結
果
よ
も
推
考
す
れ
ば

石
基
は
斑
晶
に
此
し
精

々
加
鬼
に
富
み
､
督
達
'
石
衣
が
減
じ
て
ゐ
る
｡
加
盟
の
多

い
こ
ど
及
び
斑
晶
の
み
を
分
析
し

た
場
合
の
珪
酸
畳
よ

-
も
該
岩
の
珪
酸
畳
の
方
が
却

っ
て
多

い
こ
E
は
､
石
基
が
斑
晶
よ
･C,も
一
層
駿
性
で
あ
る
軍

資
里

此
欝
す
る
も
の

で
あ
る
0
叉
曹
連
及
び
石
衣
の
畳
の
過
剰
中
に
は
此
の
岩
石
が
少
量
で
あ
る
が
A
egirin
-
au
gi
t



を
有
し
､
之
が
紫
蘇
輝
石
分
子
,jJ
し
て
換
算
さ
れ
た
た
め
に
免
じ
た
髄
差
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
=
ど
な
考
慮
せ
ね
ば
LJI

ら
ぬ
O
A
egi
rin
･
au
g
it
の
化
撃
性
質
を
知
る
こ
亡
は
蚤
要
で
あ
る
が
本
岩
中
に
は
微
塵
に
し
か
含
有
さ
れ
や
之
を
分

離
し
て
分
析
試
料
を
得
る
こ
亡
は
頗
る
困
難
で
あ
る
○
ク
ラ
ク
ス
(
E
･H
･K
raG
ts)
が

H
eln
ikerland
の

F
ed
o
rw
it

中
の

A
egi
,
in
･au
gi
t
を
分
析
し
た
結
果
を
借
用
す
れ
ば

N
2
0
=
256
0,6

,C
a
0
-
2
4
･630/O
を
含
有
L
t
普
通
の
輝

石
に
此
し
管
連
を
有
す
る
こ
E
P
石
衣
の
著

し
-
過
多
な
る
特
質
が
知
ら
れ
て
ゐ
る
｡
熟
れ
で
も

A
eg
iril
lau
gi
t

は
本
岩
に
は
僕
に
2
%
し
か
含
ま
れ
て
居
ら
ぬ
か
ら
此
の
補
正
を
し
て
も
､
矢
張

り
瞥
連
は
響

相
の
方
が
石
準

よ
り

多
い
が
石
炭
は
両
者
殆
ざ
相
等
し
ビ
考

へ
て
差
支
な
い
｡
即
ち
響

g
rLi
-
石
基
が
構
成
せ
ら
れ
る
時
機
に
於
て
腎

石

の
性
質
が
漸
次
管
連
分
よ
-
加
盟
分
に
富
め
る
も
の
に
移
轡
し
た
傾
向
の
あ
っ
た
こ
と
を
理
解
す
る
こ
だ
が
出
来
る

小
川
致
接
が
加
盟
長
石
分
が
光
軸
角
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
亡
に
注
意
さ
れ
経
緯
璽

魚
を
使
用
し
て
光
軸
角
を
精
測
さ

れ
た
結
果
に
よ
る
ぼ
.
響

等

は

4
8
0
で
あ
る
が
徴
晶
で
は

4
1｡
及
び

3
2.
の
も
の
が
あ
っ
て
､
加
且
の
含
有
量
に

よ
っ
て
p
そ
の
長
石
の
性
質
に
此
-
の
如
き
階
梯
を
生
じ
た
も
の
で
あ
る
.
本
岩
の
長
石
は
光
撃
的
に
も
化
撃
的
に

も
よ
-
吻
各
L
p
響

冒
徴
晶
だ
は
そ
の
性
質
を
典
-こ
し
数
按
の
御
高
説
に
過
食
す
る
好
例
静
で
あ
る
｡

二
､
源
安
里
粗
面
貿
安
山
岩

本
岩
は
済
州
邑
を
去
る
約
三
旦
西
南
'
悔
安
里
附
近
に
戯
-
敷
宿
し
た
熔
岩
で
あ
っ
て
p
角
秀
岩
.
粗
面
質
安
=

岩
に
酷
似
し
て
ゐ
る
｡此
憲
二
'
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〇
二

化

寧

成

分

掛
州
梅
ア
ル

カ

リ
岩

石

二
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五
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抱妹ノJレA wt.70'

石 英 3.90 SiO望 56,34 地

正 長 石 19.46 Ti02 0.94

瑚
習 長 石 42.97 Al203 17.43

次 長 石 11.40 Fe･203 3.52

鋳
十

7
怨

46

84

80

25

13

32

朋

24

臥

仇

3
･
o
･

W
･

3
･

1

1
･

Tr

一

節
三
駿

五

鋼 玉 133 FeO

紫非輝石 10.02 MgO

磁 蹴 助 5.10 CaO

チタy践晩1.67 MnO

勝 次 石 3102 Na20

水 1.02 K巳0

H空O

P205

S

Totalloo.29

計 99.89

Class rI.

Order 5.

Rang 2.

Subrang 2.

三
p

金
峯
帖
班
岩
(
T
ep
h
lite)

鱗
州
島
の
兼
牛
を
占
む
る
頗
汎
な
地
域
に
大
溢
流
し
た
熔
岩
で
あ
っ
て
傾
斜
極
め
て
麿
漁
､
そ
の
性
質
は
鰻
基
性

で
頗
る
粘
性
に
乏
し
い
も
の
で
あ
る
｡
金
串
雷
だ
称
す
る
大
熔
岩
墜
道
を
構
成
す
る
も
の
も
本
岩
で
あ
る
故
､
便
宜
上

そ
の
名
な
ど
-
本
岩
を
金
串
帖
班
岩
だ
呼
ぶ
こ
ど
に
す
る
｡
外
観
､
次
晶
色
'
そ
の
表
面
に
は
克
斯
を
凝
散
し
た
無
数

の
気
孔
を
残
し
.
斑
晶
に
は
梗
概
石
､
輝
石
が
多
-
稀
に
斜
長
石
が
あ
る
.
鏡
下
で
は
斑
晶
k
J石
基
ど
の
畳
略
相
等

し
-
.
斑
晶
に
は
擁
標
石
最
も
多
-
.
自
形
或
は
中
日
形
を
毒
し
､
透
輝
石
之
に
次
ぎ
自
形
を
な
し
(
)
0
0
)両
を
饗
晶

bJ
す
る
も
の
多
-
､
斜
長
石
は
稀
に
出
で
､
白
長
石
式
埜
晶
､
ペ
リ
ク
リ
ン
式
饗
晶
を
t･bL
封
稗
滑
光
角
よ
-
見
れ
ば

A

n65Ab
35の
成
分
に
該
督
す
る
粒
培
長
石

(L
ab
ra
d.

rite･b
ytown
ite
)
で
あ
る
｡
石
基
は
玄
武
岩
構
造
を
豊

し
､
斜

長
石

p擁
鳴
石
.
遼
輝
石
､
磯
城
鋭
及
燐
次
石
が
あ
る
.

比
賓
二
､
八
八
二



換鉾ノ'レム wt.%

正 長 石 7･79 SiO2 43.41

2.580T曹 長 石 12.58

怒 石 1278 Al20,･i15.52

次 長 石 19･18 Fee03 8.99

遼 輝 石 21･63 FeO 8.15

轍 拭 石 12.04 MgO 6.78

磁 位 政 5･08 cao 10.77

チダy錨餓 4.86 Na30 4.28

燐 次 市 3.02 K巳0 1.30

常 蛾 銑 0.06 H20 0.46

水 0.46 P205 129

MtlO 1.38

0.03

Tr

山

で

<;

S

｡I

W

Ba｡

100.20

99.94

loss0forS0.01

99.93

Class III.

Ordel･ 5.

Ratlg 3.

Subrar唱 4.

引
別

本
岩
の
化
撃
性
質
に
於

で
､
珪
酸

の
畳
乏
し
き
に
伴
ら
す
ア
ル
カ
リ
の
畳
特
に
多
き
は
注
意
を
意
-
瓢
で
あ
っ
て
､

チ
タ
ニ
ウ
ム
の
畳
に
富
め
る
こ
ど
も
そ
の
特
性
の

1
つ
で
あ
る
｡

本
岩
は
そ
の
性
質
が
特
異
な
も
の
で
本
邦
の
玄
武
岩
親
だ
趣
を
典
に
し
ホ
γ
ム
メ
(A
h
o
l
m
es)が
研
究
し
た
ジ
ャ

ン
÷

イ
ア
ン
(Jan
M
a
yen)の
梗
概
石
玄
武
岩
だ
粗
似
す
る
も
の
で
あ
る
が
何
れ
改
め
て
細
叙
す
る
積

も
で
あ
る
｡

漏

漁

の

地

理

撃

界

(吾

伯
林
大
塾
､
つ
づ
き

歴
史
地
班
の
研
究
は
歯
大
撃
許
で
な
-
.
猫
泡
で
は

鴻
池
の
地
規
模
鼎

寺

田

貞

次

小
牧
に
梶
は
な
い
､
ラ
イ
プ
チ
ヒ
大
尊
の
如
き
､
立
派

な
歴
史
地
理
の
研
究
室
迄
備
え
て
屠
り
な
が
ら
.
金
-

二

一
hJ

五
三


